
出口対策セキュリティ DDHBOX／DegitalDateSolution(株)

今、サイバー攻撃は急増しその攻撃手法も日々アップデートされています

経済産業省傘下のIPAの調査によると、日本企業の8割がセキュリティ対策を行っている

にもかかわらず、7割の企業がマルウェアの感染を発見していることが発覚

もはやマルウェア≪悪性のソフトウェア≫の不正な侵入をすべて防ぐことは非常に困難
↓

求められるのは入口・内部・出口の多層防御セキュリティ

感染しても情報を外部に流出させない対策の強化が重要

DDHBOXは「情報漏洩を防ぐ」
出口対策としてのセキュリティ機能を発揮します！

外部 社内

多層防御が必要とはいえ、中小企業は大企業に比べるとセキュリティ対策に十分な投資ができていない

多くの企業で入口対策はされていても、内部対策・出口対策までは手が回っていないのが現状…

DDHBOXの3つのポイント

入口対策 内部対策 出口対策

不正侵入を防ぐ
多くの企業はここの対策のみ

感染拡大を防ぐ 情報流出を防ぐ
DDHBOX

ハッカー

マルウェア

1．JSOC(＊1)による高い
セキュリティ

2．自動で検知・遮断するので
低コスト・人件費もかからない

3．サイバー保険で事後迄
専門のエンジニアが対応

出口対策の強化＋もしもマルウェア感染を検知した場合の事後対応までをサポートできるのが
DDHBOX！

＊1：株式会社ラックが運営する国内最大のセキュリティ監視センター『JSOC🄬🄬』により生成された
最高峰のC2サーバリストを使用したセキュリティ対策なので信頼性も抜群です

２４時間３６５日リアルタイム検知分析できるDDHBOXで
サイバー攻撃による不正通信・不正侵入に対する守りを固めましょう！
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